
令和６年度 自己評価・学校関係者評価報告書 
令和 ７年 １月１５日 

                          

学校法人頭陀寺学園  岩田こども園 

 

参加者：他園施設長、臨床発達心理士、元幼稚園教諭、保護者代表、園長、主幹保育教諭 

                                                                   

1. 本園の教育目標   

 明るく たくましく 賢く 感性豊かな子 の育成 

 

２. 本年度重点的に取り組む目標・計画 

  ①コスト意識 

  ②行動の整理 

  ③虐待について 

3. 評価項目の達成及び取り組み状況 

 評価項目 評価 取り組み状況 

1 

SDGsの観点から、コスト意識を常に持ち

節約（節水・節電など）に努めている

か。また、業務（記録・書類作成や準備

作業など）の効率化に努めているか。 

B 
時間の使い方や、シフトの調整等、仕事の効率を考えて行えた。写

真を使った記録方法が実行され、書類効率化が叶った。時折電気の

消し忘れ等が見られコスト意識には課題がある。 

2 

1日の業務開始時に、その日にすべきこ

とを把握して、実行しようと努めている

か。 
C 

日々の生活に追われ、計画を立てていても、その日行えず先延ばしになっ

てしまう傾向があった。園全体で計画性を高めて行く必要がある。 

3 

虐待の種類や対応手順を理解している

か？また、不適切な発言・行動をしない

ようにしているか。 
B 

研修等でこどもたちの心を学ぶ機会があり、子供たちの気持ちを

考えての言動が増えた。こどもたち・保護者の変化を職員同士で

共通理解しようとする姿が増えた。 

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 

4. 総合的な評価結果 

評価 理 由 

B 

職員同士で協力できるよう、引継ぎの仕方や仕事の効率、時間の使い方を学年を超え一緒に考えていっ

た為、園全体での協力する意識は前年より高まった。こどもたちに寄り添う意識の高まりも見られた

が、日々に追われてしまうことが多く、計画が効率的に 進まない点が課題である。 

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 

5. 今後取り組む課題   

 課 題 具体的な取り組み方法 

1 理念・方針について 
園の教育理念、方針、目標（めざす子ども像、教職員像）の理解

に努めているか。 

2 新しい考えの受容 
新しい考え方や方法を、前向き・積極的に受け止める姿勢を持て

るよう、努力しているか。 

3 整理整頓 

与えられた範囲だけでなく、共用部分についても、積極的に整理

整頓をするとともに、使用した物は、元の（定められた）場所に

必ず戻しているか。 

 

6.学校関係者評価委員会の評価 

   

評 価  新型コロナの影響もあり、見えづらい部分があったが、今年度はとても見える

ようになったと感じる。災害対策についてもしっかりと考えられており、安心感

がある。地域とのつながりが多い地域であるため、引き続き、地域とのつながり

を大切にしていけると良いと思う。 
Ａ 

 


